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北海道獣医師会雑誌投稿規程 

 

                                                           昭和 42 年 ３月 23 日   設  定  
平成  ８年 12 月 ９日  一部改正 

                                                           平成 11 年  ４月 １日   一部改正 
平成 13年  ７月 １日   一部改正                                                         
平成 20 年 ５月 21 日   一部改正                                
平成 25 年 12 月 13 日 一部改正 

 

１．投稿者は原則として北海道獣医師会会員とする。ただし、総説、論説、研究紹介、

資料などについては必要に応じ、会員外にも執筆を依頼できる。 

 

２．原稿は編集委員会の審査を受け、必要に応じ、字句訂正などの指示を受ける。 

 

３．採択された原稿は原則として受付順に掲載し、原稿は返却しないものとする。掲

載しない原稿は寄稿者に返却する。  

 

４．原稿の内容および分量は、原則として次の基準による。 

（1）総説：すでに学会において認められた業績、最近の研究の動向あるいは獣医学術

に関するものを総括した論著で、できるだけ解説的な内容のもの。図表などを含め

て、規定５－（３）によるＡ４原稿１２枚以内とする。 

 

（2）論説：原則として獣医領域に関する論著。図表などを含めて、指定のＡ４原稿

８枚以内とする。 

 

（3）原著：産業動物獣医学、小動物獣医学、獣医公衆衛生、野生動物獣医学、その

他獣医学に関する研究業績をまとめたもので、原則として他の学会誌などに未掲載

のものとし、図表などを含めて、指定のＡ４原稿 12 枚以内とする。 

 

（４）短報：産業動物獣医学、小動物獣医学、獣医公衆衛生、野生動物獣医学に関す

る症例報告、新しい知見などの速報的な短い論文で､図表なども含めて、指定のＡ

４原稿８枚以内とする。 

 

（5）研究紹介：すでに他の学会誌などに掲載した研究業績や現在取り進めている研究

などを解説的に紹介するもので、図表などを含め、指定のＡ４原稿１０枚以内とす

る。 

 

（6）資料：新しい法令の解説やその他獣医事全般の業務ならびに技術の参考と                     

なるもので、図表などを含めて、指定のＡ４原稿８枚以内とする。  

 

（7）抄録：国内外文献の抄録とし、指定のＡ４原稿２枚程度とする。 
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（8）その他：海外情報、質疑、支部の話題・活動状況、随筆などの投稿で、指定のＡ

４原稿４枚程度とする。 

 

５．原稿は明瞭に横書きし、記述の要領は次のとおりとする。 

（1）原著は、表題、著者名、所属機関名、所在地（郵便番号含む）、要約（400 字

以内）、キーワード（５語以内）、緒言（見出し不要）、材料と方法、成績、考察、

引用文献の順に記述する。結果および考察はひとまとめにして記述しても良い。謝

辞の必要がある場合は見出しを付けず、考察に続けて記述する。 

 

（2）短報は、表題、著者名、所属機関名、要約、キーワード（３語以内）、本文、引

用文献の順に記述する。本文は必ずしも原著と同じく項目立てする必要はないが、

症例報告は緒言（見出し不要）、禀告･現症･診断･治療･予後、考察などの順序で記

述する。疾患名は日獣学会用語集に準じる。 

 

（3）原稿は、コンピューターソフトを用いて作成する。Ａ４版縦置きで、横書きとし、 

上下左右とも 3.0cm の余白を設け、全角 3４字×3２行／ページとする。なお、

本原稿２枚が本誌のほぼ１ページにあたる。  

 

（4）原稿の記述はすべて和文とし、現代かなづかいを使用し、漢字は専門用語を除き、

常用漢字の範囲にとどめる。 

 

（5）本文中の外国人名は原語つづりのまま Mills のように姓のみを記す。動植物名は

原則として漢字で記すが、一般的に使用されてないものはカタカナで表記する。     

国名、地名などは原則として一般に使用されている表現とし、学術語は専門用語

集などによる。微生物などの学名はイタリック体としアンダ－ラインで表示する。 

 

（６）図・表および写真はまとめて原稿の最後に付し、文中にその挿入場所を指定す

る。図表はコンピューターソフトにより作成する。 

 

（７）数字は算用数字を用い、度量衡の単位および略語は原則として次の例に従う。

この他の略字を使用するときは、本文中で最初に使用するところで正式名称を記

し、そのあとカッコ内に略語を示す。 

    

  【例】度量衡の単位および略語  

   ｍol，mmol，μmol，N, ％，m，cm, mm, μm, nm，pm, cm2, kl，dl, l，

ml，μl，kg，g，mg，μg, ng，pg，hr, min，sec，rpm，Hz，kBq，Bq，

cpm，dpm，ppm，ppb，℃，cal，kcal, J，lux，pH，mBq，μBq，LD50，

IＵ，kDa，Ｔ，xg, ㎡ , m－１ , Ci, mCi, lX  
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（８）引用できる文献は、学会誌、専門的学術誌あるいは専門書とし、学会抄録、講

演会テキストなどは、原則として引用できない。本文中の引用箇所にはその文献

番号を上付き［１，２-５］のように記載する。 

 

（９）文献引用のリストは、本文中最初に引用した順に配列し、下記の例に従う。  

    ①雑誌の場合は、著者名（全員列記）、論文のタイトル、誌名、巻、頁、年次  

   （カッコ書き）を記載する。 

    ②単行本の場合は、著者名、書名、訳者名、編者名、版、頁、発行者、発行地、 

     年次を記載する。 

     欧文誌名の略称は、List of Journals Indexedin Index Medicus 

   （http://www.nlm.nih.gov/tsd/serials/lji.html）によるが、指定のないものは 

    省略しない。和文誌名は慣例的に使用されているもの（例：日獣会誌、北獣会誌、 

    日獣誌など）を除き、原則として省略しない。 

    また、著者は、次の具体例を参考に全員列記する。なお、訳者、編者は、１名の  

    み記載し、その他は和文では「他」とし、英文では「et al」とする。 

    

【引用文献の具体例】 

   ・雑誌の場合 

   ［１］青山太郎、青山花子、赤坂次郎：子牛の開放性骨折の 1 例、日獣会誌、45、

115－120（1992） 

   ［２］青山太郎、青山花子、江戸三郎、東京 愛：犬のレプトスピラ症の抗原検出

法、日獣会誌、45、13 5－138（1992） 

   ［３］Ａoyama Ｔ, Ａoyama Ｈ：The welfare of animals、Jpn Ｊ Vet  Sci，

54，120－124(1989) 

   ［４］Ａoyama Ｔ , Ａoyama Ｈ , Ｋanda Ｊ：A survey of heavy-metal 

contamination in inported seafood，Ｊ  Vet Ｍed Sci，54，  126－

130(1992) 

   ［５］Ａoyama Ｔ, Ａoyama Ｈ, Ｓuzuki Ｋ，Ｔanaka Ｓ，Ｔakahashi Ｙ： 

    Pathogenicity of the aino virus in japan，Ａm Ｊ Vet Ｒes，53，155－

160(1992) 

    

・単行本の場合 

   ［１］神田一郎：獣医微生物学、江戸三郎編、第１版、100－103、青山堂出版、

東京（1992） 

   ［２］Smith  J：選択毒性、赤坂次郎訳、250、学会出版センター、東京（19 89） 

   ［３］Roitt ＩＭ：Immunoiogy，Fred ＯＧ，et al eds，2nd ed,150-160,        

Grower Med Publ，London（1989）  

 

６．総説、論説、原著、短報、研究紹介および抄録の投稿者に対し、別刷を希望する

場合には 50 部を贈呈する。51 部以上を希望する場合には部数に応じ実費を徴収す
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る。予め原稿に希望部数を明記する。  

 

７．会誌の校正は編集発行人が行う｡ただし、総説、論説、原著、短報、抄録など初校

のみ著者校正とすることができ、また他の記事は必要に応じて投稿者に初校を確認

させることができる｡ 

 

８．原稿の送付先および投稿に関する照会は下記あてとする。 

   〒063-0804 札幌市西区二十四軒４条５丁目９－３ 

   北海道獣医師会事務局・北獣会誌編集委員会 

       Tel 011-642-4826  Fax 011-642-4642 

       E-mail  hokuju00＠poplar.ocn.ne.jp 

 

 

 

 


